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自律 尊重 創造」 ～尊重編～ 

校 長  三
み

 村
むら

 美
み

 延
のぶ

  
変化の激しい時代を受けて本校では本年度、学校教育目標を新たに設定しました。 

（詳しくは本年度４月号の学校だより「すずかけの庭」をご覧ください。）今回は、３つの 

校訓のうちの一つ「尊重：違いを認め、よさに気付く子」について取り上げます。 

 

さて、「尊重」とは、何を尊重するのでしょうか。答えは「相手」です。人と関わり合い 

ながら気持ちよく生活するためには、互いが多様な相手を受け入れていく必要があります。 

ただし、「相手」だけを尊重する訳ではありません。時として「これは受け入れ難い」と思 

うこともあるはずです。互いに気持ちよく生活するためには、「自分の気持ち」も尊重して 

あげることが大切になります。つまり、尊重するのは「相手も」「自分も」ということにな 

ります。 

一般的には「日本の子どもは自尊感情が低い」といわれます。自尊感情の指標の一つに 

「自分には、よいところがあると思いますか」という質問が用いられることがあり、先日 

お子さんに返却した「さいたま市学習状況調査（生活習慣に関する調査）」にも同様の質問 

があります。この質問に対し、本校の９割以上の児童が肯定的に答えていたので、少し安 

心しました。 

しかしながら、言い換えれば何人かの子どもたちは否定的な回答をしているので、その 

ことが気に掛かります。「自分にはよいところがない。」と思っている子どもたちに「生き 

ているだけで素晴らしい！」というメッセージを伝えたくて、５年理科「人のたんじょう」 

のまとめの学習に「いのちの授業」を行いました。ゲストティーチャーとして帝王切開カ 

ウンセラーの細田恭子さんをお招きし、赤ちゃんの誕生について話をしていただきました。 

（裏面に関連記事） 

〇多くの奇跡が重なって、精子と卵子が出逢うこと。 

〇胎児は、誕生後（お腹の外）でも生きていけるように、お母さんのお腹の中で生まれ 

る準備や生きる練習をしていること。 

〇出産はお母さんと赤ちゃんの共同作業であること。みんな自分の意思と力で、家族に 

会うためにお腹の外に出るのだ（誕生した）ということ。 

つまり、生まれてきたこと自体が素晴らしく、そして、今、生きていることが素晴 

らしいのです。 

人にはそれぞれ個性があります。人と自分は違っていて当然です。その違いを認め 

合い、互いのよさを見つけ、自分のよさを分かって伸ばしていこうということが、本 

校の学校教育目標です。 

今号が本年度最後の学校だよりとなります。保護者や地域の皆様には大変お世話になり 

ました。「いのちの授業」の実施も本校ＰＴＡのご協力があって実現したものです。 

一年間のご支援に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

3 月の行事等 
1 土   

2 日   

3 月 
スマイル相談日 １・２年読み聞かせ  

SSW SC 

4 火 生活朝会 1・5 年授業参観・懇談会 

5 水 
集金日 金管バンドお別れ演奏会 

５時間授業 14:35 下校 

6 木   

7 金   

8 土   

9 日   

10 月 安全点検日 

11 火 表彰朝会 

12 水 
５時間授業 14:35 下校  

年度末清掃週間(～19 日) 

13 木 音楽朝会 

14 金 大原中学校卒業式 

15 土   

16 日   

17 月 ５・６年読み聞かせ 

18 火 
4 時間授業 13:35 下校  

卒業式予行練習 

19 水 
給食終了 ４時間授業 13:50 下校  

大掃除 SSW 

20 木 春分の日 

21 金 短縮 ４時間授業 12:05 下校 

22 土   

23 日 さいたま市子ども読書の日 

24 月 
お別れ式 卒業証書授与式 

１～５年 8:45 下校 ６年 12:00 下校 

25 火 短縮 ４時間授業 12:05 下校 

26 水 修了式 ３時間授業 11:35 下校 

27 木 学年末休業日～３１日（月） 

28 金   

29 土   

30 日   

31 月   

○第６６回卒業証書授与式 

3 月 24 日(月)は、お別れ式、卒業証書授

与式が行われます。１～５年生はお別れ式

のみの出席で、8:45 下校となります。６年

生は卒業式後の 12 時頃下校となります。お

別れ式は校庭で行うため１～５年生は晴天

時は教室に入らず校庭で待ちます。（雨天時

は教室へ）持ち物はありません。 

○来年度の名札購入 

 ２年生以上の名札につきましては、学校

や PTA からの配付や集金はありません。現 1

年生の保護者様は、新２年生用の名札をご

用意ください。色は「緑」です。現２年生

以上は、名札の色は、卒業まで持ち上がり

ます。新年度以降も、学年・学級の数字を

変えて使用できます。名札は、モリ商会で

購入できます。 
〇２月の安全点検 

異常ありませんでした。 

◇ 令和７年度当初の日程 

【4 月】※予定              

4 日(金)新６年生準備登校日 

8 日(火)始業式・入学式     短縮 3 時間授業 

9 日(水)短縮 4 時間授業 

10 日(木)  4 時間授業 2 年以上給食開始 

11 日(金)4 時間授業 

17 日(木)1 年給食開始 

21 日(月)授業参観懇談会２･６年生 

22 日(火)授業参観懇談会１･３年･あおぞら 

25 日(金)授業参観懇談会４･５年 

３月の生活目標 

【感謝の気持ちを表そう】 

さいたま市立針ヶ谷小学校  学校だより ３月号           

                                    

                                    

HP https://harigaya-e.saitama-city.ed.jp  令和７年３月１日            

さいたま PUSH 講習会 参加者募集 

【親子で・友達と一緒に学ぶ救命講習会】 

日程：令和７年３月１日（土）岩槻南部公民館 

３月８日（土）上落合公民館 

参加費：無 料
 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 ３年クラブ見学         
２月５日（水）  

 ３年生は４年生から始まるクラブ活動 

で自分に適したクラブが希望できるよう 

に活動見学と作品鑑賞をしました。４､５､ 

６年生は「どんな活動を見てもらうのが最 

適か」を事前に話し合い、発表の工夫や説 

明など考えていました。 

第２回学校地域保健委員会         

２月５日（水） 
前回の PTA 講演会に引き続き、今回は帝

王切開カウンセラーの細田恭子さんを講

師に招聘して「思春期までに知っておきた

いいのちと性の伝え方」という演題で講話

をいただきました。ご自身の経験を踏まえ

たお話に引き込まれると共に「こんなふう

に子どもへ伝えればいいんだ。」という発

見がたくさんありました。 

４年 スクールサポートサイエンス           
２月１４日（金） 

４年生  ４年生は青少年宇宙科学館の指導主事

による理科の出前授業を受けました。授業

テーマ「音」は空気の震え方によって変わ

ることを、音叉、スプーン、紙筒等を使っ

て分かりやすく説明してくれました。「空

気のない宇宙での音の聞こえ方」も体験さ

せてもらいました。 

未来くるワーク         
２月１７日（月）～１９日（水）  

今年度２回目となる未来くるワークは
木崎中学校２年生の生徒２名が本校に来
て３日間過ごしました。「お兄ちゃんかっ
こいい。」「いっしょに遊ぼう。」などと、
１年生児童からたくさん声がかかってい
ました。お別れの日には涙を流す児童もお
り「明日も来て。」と言っていました。 

はばたけ針小っ子集会        
２月２１日（金）  

 

在校生は、卒業を間近にひかえた６年生 

に、心のこもった歌やダンスに乗せて感謝 

と励ましの気持ちを贈りました。在校生の

発表をみて、目頭をあつくする６年生の姿

も見られました。子ども達の心のこもった

素敵な集会でした。 

授業参観・懇談会        
２月２５日（月）  

今年度最後の授業参観・懇談会となりま
した。４月の授業参観実施から約１０カ月
が経ちました。お子様の成長が見られたこ
とと思います。たくさんの成長を発見して、
たくさん褒めてあげてください。 

５年 いのちの授業        
２月５日（水）  

５年生は「生命の安全教育」の授業を受
けました。外部講師は細田恭子先生です。
胎児の母体内での成長について、実体験を
加えながらとても分かり易くお話をして
いただきました。「僕を産むために頑張っ
てくれたお母さんへ感謝の気持ちを伝え
たい。」と感想を述べた児童もいました。 

 飼育委員企画「にわとりふれあい」        
２月７日（金）～２０日（木）  

飼育委員の児童達が１･２･３年生対象
にチャボとのふれあいタイムを企画しま
した。毎日飼育小屋の掃除を担当している
委員会児童の発案で、かわいいチップとデ
ールのことを児童みんなにもっと知って
もらいたいという思いから実現しました。 
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